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よりよい快適な室内や車室内空間創出が求められており、吸着剤、オゾン等を用いたり、光触

媒、プラズマ等を利用し、ＶＯＣ（揮発性有機化合物）およびにおい成分を吸着または分解し、

環境を浄化する技術開発が進展している。本研究では、その環境浄化効果の向上を目的に、光触

媒および大気圧 DC プラズマを組み合わせ、一例としてＶＯＣのひとつであるアセトアルデヒド

ガス（AA）の分解性能を調べた。さらに、分解が加速する要因についても考察した。 

容器内（40Ｌ）に大気圧プラズマ発生部および光触媒フィルターを設置し、ファンによって容

器内の空気が大気圧プラズマ発生部から光触媒フィルターに循環するようにした（Fig.1）。光は容

器の外部からガラス窓を通して光触媒フィルターに照射した。AA、および炭酸ガス濃度はＶＯＣ

モニターによって測定した。Fig.2 には、光触媒および大気圧 DC プラズマの組み合わせ、またそ

れぞれ単独で作動させたときの容器内の AA ガスの濃度変化を示す。Fig.2 の結果より、光触媒お

よび大気圧 DC プラズマを同時に作動させたときの分解速度が、光触媒または大気圧 DC プラズ

マそれぞれ単独での分解速度の和より向上していることがわかった。これは、大気圧 DC プラズ

マにて生成したオゾンなどの寿命の長い活性種が光触媒表面にて分解され、それらが AA ガスの

分解に寄与したと考えられる。当日はオゾン等の濃度変化も含めて報告する予定である。 
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Fig. 2  Acetaldehyde decomposition by 

Atmospheric-Pressure Plasma and/or photocatalysis. 
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 Fig. 1  Reaction apparatus. 
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